
日 時：2021年11月20日(土) 10:00～16:00終了予定(開場9:15～)
会 場：Zoomウェビナー（WEB開催）
参加費：3,000円(会誌代含む) 参加申し込み時にお支払いいただきます。

※お支払方法はクレジットカードまたは銀行振込（pay-easy)のみです。
理由の如何にかかわらずお支払い後の返金は承っておりません。

定 員：450名
滅菌技師(士)認定単位継続取得講習(5単位)※ただし参加時間により取得単位が変動します。

申込URLは本紙 最下段参照

●10:00 【オリエンテーション】
●10:02 【開会のごあいさつ】
●10:05 【教育講演】「品質マネジメントシステム*」はじめの一歩 *(Quality Management System: QMS)

株式会社ウドノ医機 学術部 専門部長 栗原 靖弘
●10:25 【シンポジウム】主題「医療現場における滅菌保証のガイドライン2021」

Ⅰ「医療現場における滅菌保証のガイドライン 2021」の解説・勧告について
スリーエムジャパン株式会社 医療用製品技術部 スペシャリスト 木村 登
株式会社名優 研究開発部 部長 橋本 章

Ⅱ ガイドライン改定内容の確認 ～現場の立場で感じたこと～

鴻池メディカル株式会社 東京都健康長寿医療センター 松本 敏明
Ⅲ 中材管理責任者の立場から考える新ガイドラインの実践

東京大学医学部附属病院 手術部 講師 村越 智
Ⅳ 総合討論

●12:20 【昼食・協賛企業製品紹介映像】
●13:20 【感染症基礎講座XIII】どげんかせんといかん！ ～FightingコロナからWithコロナへ～

東京医療学院大学 保健医療学部 看護学科 基礎看護学 助教 大西 真裕
●13:50 【特別講演】滅菌は医療の基盤で担当者は病院を支えている

千船病院 麻酔科部長・手術中材センター長 水谷 光
●14:40 【休憩・協賛企業製品紹介映像】
●15:00 ディスカッション
●16:00 【閉会のごあいさつ】

※演題・演者・時間等は変更の場合もあります。

猛威を振るった新型コロナウイルス感染第５波もようやくおさまり、街にいくばくかの活気が戻りつつある
のを感じる今日この頃ですが、ほとんどすべての会議がウェブ開催という状況に変わりはありません。本研究
会も対面での開催を泣く泣く断念し、今回も完全ウェブ開催となりますが、みなさんとより良い滅菌管理、感
染制御を目指したいという熱い思いは変わりません。

そこで、今回は10月20日に公開された新しい滅菌保証ガイドラインをメインテーマにしました。何を目指し、
何が変わって、誰をメインターゲットにしてガイドラインが改定されたのかを、策定にあたられた委員の方々
と、それを使う現場の責任者・管理者をシンポジストに招き議論します。特別講演では、医師でありながら第
１種滅菌技師の資格をお持ちの水谷先生に、滅菌管理の重要性を熱く語っていただきます。教育講演・感染症
基礎講座では当研究会役員による熱い講演が予定しています。

秋深いにもかかわらず、かなり暑苦しい研究会になりそうですが、ぜひご参加いただきたいと存じます。
首都圏滅菌管理研究会 会長 深柄 和彦 2021年10月吉日

【問い合わせ】
首都圏滅菌管理研究会 事務局 担当：大川

アドレス：info@shuto-mekkin.org
URL:https://www.shuto-mekkin.org/contact/
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